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:特別養護老人ホームにおける看護職員と介護職員の連,携

:  によるケアの在り方に関するモデル事業の結果
|

・ 全国125施設(41都道府県)

。連携によるケアを試行した介護職員は、1施設当たり平均3.5人
(介護福祉士資格取得者…・87%・通算経験年数5年以上…・66.5%)

0ヒヤリハット・アクシデント発生の報告において、救命救急等の事例はない
ヒヤリハウト発生267件 (口 腔内吸引124件・胃ろうによる経管栄養143件 )

アクシデント発生 7件  (口腔内吸引 1件・胃ろうによる経管栄養 6件 )

・ ヒヤリハットロアクシデント発生の報告あり45施設 (36%)、 報告なし80施設 (640/0)

(報告なしの施設が多数を占めているのは、報告基準を各施設に任せたためと考えられる)

0口腔内吸引および胃ろうによる経管栄養が「介護職員が独けでできる」の評価は、

研修後2ヶ月が80%以上、研修後3ヶ月が90%以上と、月日の経過とともに向上
(介護職員の自己評価・看護職員の他者評価ともに)



平成21年度特別養護老人ホームにおける看護職員と介護職員の連携によるケアの

在り方に関するモデル事業実施施設におけるヒヤリハット・アクシデント事例 (抜粋 )

舞」　国ヽ月空

〇
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支痰を何度か行うも叫び声大きくなる。
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介護老人保健施設におけるたんの吸引・経管栄養に対する三―ズ

介護者人保健施設入所者のうち、3.0%はたんの吸弓|を必要とし、6.8%は胃ろう・経管栄養を必要

としていると考えられる。

入所者全体に対する医療処置別の処置を受けた入所者 (延べ人数)の割合 N=285,265(人数 )

処置 割合(%) 処置 割合(%)

喀痰吸引 3.0

点滴 3.3

疼痛管理 2.7

胃ろう日経管栄養

胃ろう 4.0%
6.8

膀肌カテーテル 2.5

経管栄養 2.8% じょく清の処置 (Ш 度以上) 1.0

服薬 82.7 酸素療法
0.8

※この表は入所者全体に対して実施された入所者の割合が 1%以上の医療的ケアを抜粋 (「 その他」は除く)

資料出所)厚生労働省「平成19年介護サービス施設・事業所調査」

|(参考)介護老人保健施設の数 :3′671    介護老人保健施設の入所者数 :32.9万 人                      |
|    

｀                                  ※ いずれも、介護給付費実態調査月報(平成22年 4月 審査分)よ り
|

L__中 ……………………~… …………………………――……………………………………―――――――………………―…………………………―………―……―――――――…………―……………………………………………――――‐
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居宅サービス (要介護高齢者等)におけるたんの吸引 0経管栄養に文」するニーズ

居宅サ∵ビス利用者である要介護高齢者等のうち、2.9%はたんの吸引を、3.6%は経管栄養を必要

としていると考えられる。

N=12,598
全体に対する医療処置別の処置を受けた利用者 (延べ人数)の割合              (回 答のあつた介護支援専門員456

名が担当する利用者の数 )

処置 割合 (%) 処置 割合(%)

吸 引

口腔内 ★2.5%

2.9

酸素療法 2.1

鼻 ・1.3% じょく療処置 (I・ Ⅱ度) 2.0

咽頭以降気管切開
彙0.9%

インシュリン 2.0

経管栄養

胃・腸・食道ろう
3.2%

3.6

創傷処置 1.2

経鼻   0.4% 人工肛門 1.2

膀肌留置カテーテル 2.4 点滴

※この表は入所者全体に対して実施された入所者の割合が 1%以上の医療的ケアを抜粋 (「 その他」は除く)

※この調査では、「服薬管理」が医療処置の選択肢として提示されてはいない。

・ :吸引の実施部位間での重複があり得る。

資料出所)平成20・ 21年度厚生労働科学研究費補助金「医療依存度の高い在宅療養者に対する医療的ケアの実態調査および安全性確保に向けた支援関係職種間の効

果的な連携の推進に関する検討」(主任研究者 り|1村佐和子)

:~~~… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …
中 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

:

|(参考)居宅サービスの利用者数:216.0万 人   介護予防居宅サービス:82.5万人                    :
|                                 ※ 介護給付費実態調査月報 (平成22年4月 審査分)より1     16
L__… __… …………………―………………―――――――――…―――――――――――――――――――――――――――――――……―――中……‐.― ―――……――………―――……―………………――――



①医療処置実施状況と療養環境の実態調査
(調査対象 ;介護支援専門員456名 )

図.訪間看護と

在宅療養者に対する医療的ケアの実態について

②関係職種との連携状況の全国実態調査
(調査対象 1訪間看護師420名 )

たん吸引提供における訪間看護師の関係職種との連携
に関する40項 目の実施状況を調査

●訪間看護利用者 (A群 +B群 )の特徴 :

○医療処置の重複がある(52.8%)
○要介護度が高い(要介護度4・ 5が606%)傾向

●訪問看護利用 :[吸引][経管栄養]の医療処置では、

8.5割 程度が訪間看護を利用

●1人当たりの医療処置は平均184処置

注)充足率 :本調査項目(40項 目)を 行政通知の6条件 ll

再分類し、各条件の構成項目すべてを実施していた

の割合

資料出所)平成20・ 21年度厚生労働科学研究費補助金「医療依存度の高い在宅療養者に対する医療的ケアの実態調査および安全性確保に

向けた支援関係職種間の効果的な連携の推進に関する検討」(主任研究者 サ|1村佐和子 )

実施率(420名 中実施していると回答した者の害1合 )が90%以上

の項目

●「緊急時の連絡体制の確認と関係者との共有 (96.4%)
● (医師への)方針の確認 (96.4%)

●医師の説明内容の確認 (96.0%)」など 16項目

実施率が低い項目

●吸引実施体制に関するカンファレンスの実施(32.9%)
●訪間介護職員の吸引状況の定期的な確認140.0%)

●訪間介護職員から訪問看護師への日常的な連絡日本目談・報
告の内容・方法取り決めの文書による提示(62.4%)
●訪間介護職員の知識・技術の習得状況の評価(66.4%)



有料老人ホームにおけるたんの吸弓|・ 経管栄養に対する三―ズ
○ 吸弓|が必要な者が5人以上入居している有料老人ホームは全体の6.6%、 冑ろうのケアが必要な者が5人以上入居

している有料老人ホームは全体の6.8%と なつている。
○ 有料老人ホーム1カ所当たりの平均人数で見ると、吸引が必要な者は1.7人、冑ろうのケアが必要な者は2.O人、

胃ろう以外の経管栄養のケアが必要な者はO.4人となつている。

100%   (ヨ「
ll(さf〕1)

吸 引 1.7人

胃ろうのケア 2.0人

胃ろう以外の経管栄養のケア 0.4人

0.8   0.8 2.2
0.8 1    .

日5人以上 □4人  目3人  日2人  図1人  目なし 国無回答

調査期間 :平成 19年 9月 ～10月

調査対象 :(社 )全国有料老人ホーム協会または特定施設事業者連絡協議会の会員事業者997施設

回 J又 数  :  589施設  (回 J又率59.1%)

(出 典)平成19年度老人保健事業推進費等補助金(老人保健健康増進等事業分)特定施設における医療サービス等の確保のあり方に関する調査研究 報告書

:

||(参考)有料老人ホームの施設数:2,846施設 定員数:155,612人 (平成19年 7月 1日 現
奮:量

生労働省調べ
と______」      1L_____… … … …… … … … … ― ― … …… ― ― ― ― … … …… …… … … ― ― 中… …… … … … … … … …― …… … … … … … …… … … ― ― ― … … ―― ― 中― ― ― ― … …
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認知症グループホームにおけるたんの吸ヨ|・ 経管栄養に対する三―ズ

1認
矢□症グループホーム利用者のうち、0.5%の者はたんの吸引を必要とし、O.6%の者は胃ろう 。経

管栄養を必要としていると考えられる。

全体に対する医療処置別の処置を受けた利用者(延べ人数)の割合 N=7,020(。人)

処置 割合 (%) 処置 割合(%)

痰の吸引 0.5 じょく療の処置 1.5

胃ろう日経管栄養 0.6 インシュリン注射 0.9

力ロリー・塩分等の制限食 4.8 尿道カテーテル 0.6

※この表は入所者全体に対して実施された入所者の割合が0.5%以上の医療的ケアを抜粋 (「 その他」は除く)

※この調査では、「服薬管理」が医療処置の選択肢として提示されてはいない。

資料出所)特定非営利活動法人全国認知症グループホーム協会「認知症グループホームの実態調査事業報告書(平成20年度)」

|し著ヌ
…
藷菊Iが ユヽジ示

=r縣
張J繭慧型兵百三層芥護ヌあ誠IIこ 5万f~~~~~~~~~一一一一一一一一一一一一一…

1

認知症グループホーム(認知症対応型共同生活介護)の利用者数:14.5万人
※ いずれも、介護給付費実態調査月報(平成22年 4月 審査分)よ り |L____… … … …

_― ― ― ― ¨ ― ― ― ― … … … … ― … … … … … … ― ― ¨
… … … … … …

― … … … … … … 19



章害者支援施設等入所施設におけるたんの吸引・経管栄養に対する三―ズ

障害者支援施設等入所施設入所者のうち、O.6%～ 1.1%はたんの吸弓|を、2.1%は経管栄養を必

要としていると考えられる8

○ 障害者支援施設等入所施設 (※ )の入所者全体に対する、医療的ケアの必要な入所者数 (実人数)の割合 (処置の種類別 )

※ 内訳:障害者支援施設(387)、 身体障害者更生施設(31)、 身体障害者療護施設(190)、 身体障害者入所授産施設(46)、 知的障害者入所更生施設(433)

知的障害者入所授産施設 (69)、 施設種別無回答(18)(複数種一体運営あり)

回答のあつた1170施設中 N=85,028(入所者数 )

処置 割合(%) 処置 割合(%)

吸 引

咽頭手前までの回

月空内
服薬管理 (麻薬の管理を除く) 43.6

鼻腔 0.6 浣腸 4.5

咽頭より奥または気

管切開
0.6 膀眺 (留置)カテーテルの管理 2.1

胃ろう日経鼻経管栄

養

胃ろうによる栄養管

理  1,8%
2.1

摘便 2.0

経鼻経管栄養

0.3%
倉1傷処置 1,7

x :oalt.^'Ffaa*r:t'JL<Effit?r.f:IEE€o=[enrl %vLaE'fi#Jr7tffi#ff=A,aw1l'#€rF*ah<)

ii*{Hfr) =*uFJ'J+-U &a>1+ )vi1>, *tit*+tr FFEiEit+-c^agafi rtEF.tti.d>afldfrfr. r

ii#+t-E+Fit*tbEp-+^Fr-tft*Ztfi-,z,ig:z---- e*-*lt#)fuR+1-Fr;6=&-AiFfrae,,s-ii\--
i--------------- ------------,X-!:t4-t.-F.EEi--3-(!E?2-f?F.',l1y--i2o



障害者支援施設等入所施設におけるたんの吸引・経管栄養に対する三―ズ (時間別)

○ 胃ろうによる栄養管理、経鼻経管栄養は、夜間の時間帯 (22:00～ 5:59)に おいても一定のニーズがある。
○ 吸引 (口因頭手前までの口腔内・鼻腔・咽頭より奥または気管切開)については、夜間の時間帯(22:00～ 5:59)に実施される

割合が高い。

(千 人)0 20 40 60 80 100 ■6:00-8:

服薬管理 (麻薬の管理を除く)

国9:00-16:59
□17:00… 19:59
□20:00… 21:59
■22:00‐ 5:

※実施人数は延べ人数   ※()内の人数については、「22:00-5:59」 の間の実施人数

資料出所)三菱UF」 リサーチ&コンサルティング株式会社「障害福祉サービスの質の向上を目指すための調査研究」

(千人)

胃ろうによる栄養管理
経鼻経管栄養

吸引 (1因頭手前までの口腔内)

吸引 (鼻腔 )

吸引 (咽頭より奥又は気管切開)

倉1傷処置
浣腸
摘便

じょく清の処置 (I度・Ⅱ度)

膀眺 (留置)カテーテルの管理
インスリン注射

疼痛管理 (麻薬の使用なし)

点滴
人工肛門 (ストーマ)のケア|                

ネブライザー

酸素療法 (酸素吸入)

気管切開のケア
人工呼吸器の観察

中心静脈栄養 (ポート(埋め込みタイプ)を含む)

持続モニターの管理 (心拍・血圧・酸素飽和度等 )

じょく癒の処置 (Ⅲ度・Ⅳ度 )

疼痛管理 (麻薬の使用あり)

導尿
麻薬の管理

その他

□6:00‐ 8:59

口9:00-16:59

□17:00… 19:59

□20:00-21:59

■22:00-5:59
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特別支援学校医療的ケア実施体制状況調査結果 (まとめ)

(1)対象幼児児童生徒数

区分

医療的ケアが必要な幼児児童生徒数(名 )

幼稚部 小学部 中学部 高等部 合計

通学生 45 2,551 1,223 1,142 4,961

訪間教育
(家庭 )

0 ０
０

仄
υ 276 217 1,080

所間教 育
(施設 )

0 173 81
И
■ 403

訪間教育
(病院 )

0 258 119 160 つ
０

民
υ

合計 45 3,569 1,699 1,668 6,981

在籍者数
(名 )※2

1,523 34,254 26,081 50,000 111,858

害lfき (%) 3.0% 104% 6.5% 33% 6.2%

※1高等部の専攻科は除く。

※2平成21年度学校基本調査による。

(2)行為別対象幼児児童生徒数

医 療 的 ケ ア 項 目 言十(4名 )

栄 養

● 経 管 栄 養 (鼻腔 に 留 置 さ れ て い る 管 か ら の /1人 , 2.355
● 経 管 宋 養 (胃 ろ つ リ 1,979
● 経 管 栄 養 (腸 ろ う ) 116
経 管 栄 養 (口 腔 ネ ラ トン 法 ) 99
IVH中 心 静 脈 栄 養 58

口手吸

● 口 腔 。鼻 腔 内 吸 引 (咽 頭 よ り手 前 ま で , 2.872
百西丁夏雇丙頭¬¬可藤薫両

~奥
め気道 ) 2,011

経 鼻 咽 頭 エ ア ウ ェ イ 内 吸 引 123
― レ よ り )か ら の 吸 引 1,813

気 管 切 開 部 の 衛 生 管 理 1.635
ネ ブ ライ ザ ー 等 に よ る薬 液 (気管 支 拡 張 剤 等 )の 吸 入 1.577

153
酸 素 療 法 978
人 工 呼 吸 器 の 使 用 720

排 泄 導 尿 (介助 ) 417
そ の 他 723
合 計 (延人 数 17,629
医 療 的 ケ ア カ 必 要 な 幼 児 児 童 生 徒 数 6.981

22
※ ● は 教 員 が 行 うことを 許 容 され て い る 医 療 的 ケ ア 項 目 で あ る 。

出典 :平成21年度特別支援学校医療的ケア実施体制状況調査

(平成21年 5月 1日 現在の状況)

(3)対象幼児児童生徒数・看護師数等の推移

対象等

年度

医療的ケア対象幼児児童生徒

看護師数 (名 ) 教員数 (名 )

在籍校数 (校 ) 幼児児童生徒数 (名 )

17年度 542 5,824 597 21769

18年 度 553 5,901 707 2,738

19年度 553 6,136 853 3,076

20年度 580 6,623 893 3,442

21年度 622 6,981 925 3,520



介護職員数の推移①

介護保険制度の施行後、介護職員数は大幅に増加している。

介護職員の実数の推移 (単位 :万 人 )

平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年

△
ロ
　
ユ副

計
54.9 66.2 75.6 88.5 100.2 112.5 118.6 124.2

>(126.2%)

常

勤

人数 35,7 40.9 45.0 51.7 59.3 65.7 70.0 74.1

害1合 65.1% 61.9% 59.6% 58.4% 59.1% 58.4% 59.0% 59,7%

非

常
勤

人数 19,2 25.2 30.6 36.8 40,9 46.8 48.6 5011

割合 34.9% 38.10/o 40.4% 41.6% 40.9% 41.6% 41.0% 40.3%

【参考】介護職員の常勤換算数の推移 (単位 :万 人 )

(資料出所 )厚生労働省「介護サービス施設 口事業所調査」

※「実数。平成19年・計」及び「常勤換算数・平成19年 」の( )内 は、平成12年からの伸び率。

※ 各年の介護サービス施設・事業所調査の数値の合計から算出しているため、年ごとに、調査対象サービスの範囲に相違があり、以下のサービスの介護職員に

ついては、含まれていない。                       ,
(訪問リハビリテーション:平成12～ 19年、通所リハビリテーション1平成12年、特定施設入居者生活介護 :平成12～ 15年、地域密着型介護老人福祉施設 :平成18年 )

平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年

40,6 44.8 50.0 58.0 61.9 73.9 79.0 82.8

→   (103.9%)
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介護職員数の推移②
○ 居宅サービスに従事する介護職員数の伸びが高い。

○ 介護保険施設は常勤職員、居宅サービス事業所は非常勤職員の害」含が比較的高い。

介護職員の実数の推移 (サービス類型別) (単位 :万人 )

平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成 18年 平成19年

護

険

設

介

保

施

計
23.6 25.4 266 281 29.8 312 322 33.0

→     (56.60/0)

常勤
人数 211 22.4 23.3 245 259 268 27.3 27.7

割 合 89.2% 880% 8770/o 8710/0 86.7% 85,9% 848% 8400/0

非常勤
人数 2.5 3.0 33 36 4.0 44 4:9 53

割合 108% 120% 123% 12.9% 133‐% 141% 152% 160%

居宅

サービス

事業所

計
31.3 408 49,0 604 70.4 812 743 76.8

-> (45.7o/o)

常 勤

人数 14.7 18.6 217 27.2 334 388 34.2 364

割合 46.9% 45.6% 44.4% 4510/0 47.5% 478% 460% 47.4%

ブト常1勤

人数 167 22.2 273 332 3710 42.2 401 40.4

割合 53110/o 544% 5560/0 54,90/0 52150/0 52.2% 540% 52.60/o

地域密

着型
サービス

計
122 143

常勤
人数

86 99

割合
70.4% 694%

非常勤
人数

316 414

割合
29:6% 30:6%

(資料出所 )厚生労働省「介護サービス施設 口事業所調査」

※ 平成19年の( )内は、平成12年 からの伸び率。なお、「平成12年の居宅サービス」から「平成19年の居宅サービス・地域密着型サービス」の伸び率は、1911%。

※ 各年の介護サービス施設・事業所調査の数値の合計から算出しているため、年ごとに、調査対象サービスの範囲に相違があり、以下のサービスの介護職員に

ついては、含まれていない。

(訪問リハビリテーシヨン:平成12～ 19年、通所リハビリテーション:平成12年、特定施設入居者生活介護 :平成12～ 15年、地域密着型介護老人福祉施設 :平成18年 )
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